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社会福祉法人にじのこ福祉会 
 

概   要 
 

 

にじのこ福祉会の概要 
 

 

１．法人の概要 

経 営 主 体         社 会 福 祉 法 人  に じ の こ 福 祉 会   

所 在 地           岡 山 県 岡 山 市 中 区 桜 橋 三 丁 目 1番 51号  

            Ｔ Ｅ Ｌ  086-272-4111     

Ｆ Ａ Ｘ  086-272-4171 

代 表 者           理 事 長  浪 尾 淑 子  

法 人 設 立 年 月 日     2010年 ７ 月 １ 日  

 

 

2．理事会・評議員会 開催状況 
 

（1）理事会開催状況 

開 催  

年 月 日  

出 席 者  

人 数  
 議 題   

欠 席 者  

氏 名  

出 席 監 事  

氏 名  

2022 

5/27 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 1回 理 事 会  

 第 1号 議 案  2021年 度 事 業 報 告 及 び 決 算 の 承 認 に つ い て  

 第 2号 議 案  評 議 員 会 の 招 集 に つ い て  

 第 3号 議 案  コ ロ ナ 対 応 手 当 の 支 給 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2022 

7/29 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 2回 理 事 会 （ 書 面 議 決 ）  

 第 １ 号 議 案  役 員 賠 償 責 任 保 険 の 更 新 に つ い て  
書 面 議 決  

山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2022 

9/20 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 3回 理 事 会  

 第 1号 議 案   規 定 類 の 改 定 お よ び 協 定 書 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案   県 産 材 利 用 促 進 対 策 事 業 に よ る 補 助 金 の 活 用 に つ

い て  

 第 ３ 号 議 案   処 遇 改 善 等 加 算 Ⅲ （ 仮 称 ） の 支 給 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2022 

11/26 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 4回 理 事 会  

 第 1号 議 案   規 定 類 の 改 定 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案   地 域 に お け る 公 益 的 な 取 組 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

○ 協 議 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2023 

1/25 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 5回 理 事 会 （ 書 面 議 決 ）  

 第 １ 号 議 案  人 勧 に よ る 公 定 価 格 改 定 差 額 分 の 支 給 に つ い て  
書 面 議 決  

山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2023 

2/17 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 6回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  規 定 類 の 改 定 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

○ 協 議 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2023 

3/7 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 7回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  2022年 度 補 正 予 算 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  副 主 任 の 任 命 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  2023年 度 事 業 計 画 書 に つ い て  

 第 ４ 号 議 案  2023年 度 当 初 予 算 に つ い て  

 第 ５ 号 議 案  2023年 度 役 員 等 報 酬 総 額 に つ い て  

 第 ６ 号 議 案  評 議 員 会 の 招 集 に つ い て  

 第 ７ 号 議 案  企 業 財 産 保 険 の 契 約 更 新 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  
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2023 

3/28 

理 事 7名  

監 事 2名  

第 8回 理 事 会  

 第 １ 号 議 案  労 働 組 合 へ の 回 答 書 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  規 定 類 の 改 定 お よ び 協 定 書 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  当 座 貸 越 の 契 約 更 新 に つ い て  

○ 報 告 事 項  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

 

 

（2）評議員会開催状況 

開 催  

年 月 日  

出 席 者  

人 数  
 議 題   

欠 席 者  

氏 名  

出 席 監 事  

氏 名  

2022 

6/13 
6名  

定 時 評 議 員 会  

 第 １ 号 議 案  2021年 度 決 算 承 認  

（ 計 算 書 類 ・ 財 産 目 録 の 承 認 ） の 件  

 報 告 第 １ 号  2021年 度 事 業 報 告 の 件  

上 羽 佳 子  

武 田 英 夫  

山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

2023 

3/20 
8名  

第 2回 評 議 員 会  

 第 １ 号 議 案  2022年 度 補 正 予 算 に つ い て  

 第 ２ 号 議 案  2023年 度 事 業 計 画 書 に つ い て  

 第 ３ 号 議 案  2023年 度 当 初 予 算 に つ い て  

 第 ４ 号 議 案  2023年 度 役 員 等 報 酬 総 額 に つ い て  

 
山 﨑 由 佳 利  

藤 原 弘 典  

 

 

3. 監事監査の実施状況 

（１）監査日程等 

2022 年 5 月 17 日 （ 火 ） 10 時 00 分 か ら  

山 﨑 由 佳 利 監 事 （ 業 務 監 査 ） ・ 藤 原 弘 典 監 事 （ 会 計 監 査 ）  

 

（ ２ ） 監 事 監 査 の 評 価  

（ 保 育 ）  

・ 保 育 の 目 標 を 達 成 す る た め に 、 基 本 的 な 考 え の も と 計 画 性 の あ る 保 育 が 実 践 で き る よ う に

日 々 の 保 育 に 必 要 な 計 画 、 実 践 記 録 、 評 価 が 丁 寧 に 作 成 さ れ て い る 。 指 導 的 立 場 の リ ー ダ ー

を 置 く こ と で 、 保 育 の 伝 承 に も 繋 が っ て い る の で は な い だ ろ う か 。  

・ 安 全 管 理 で は 様 々 な 危 機 や 災 害 を 想 定 し 、 マ ニ ュ ア ル を 作 成 、 災 害 時 の 訓 練 や 地 域 と の 連携

強 化 に 務 め て い る 。 特 に 長 引 く コ ロ ナ 対 策 で は 日 常 業 務 以 外 に 多 く の 労 力 を 要 し て い る が 、

職 員 間 の 連 携 努 力 で 混 乱 せ ず に 保 育 が 進 め ら れ て い る よ う だ 。  

・ 保 護 者 と の 連 携 で は 、 日 々 の 保 育 の 伝 え 方 な ど を 工 夫 し 、 園 へ の 理 解 信 頼 を 得 る 努 力 が 見ら

れ る 。 時 代 に 合 っ た 発 信 方 法 な ど も 模 索 し 、 常 に 研 究 し て い こ う と さ れ る 姿 勢 が 頼 も し い 。

保 護 者 と の 日 々 の 細 か い 連 携 を 大 事 に す る こ と こ そ 、 子 ど も の 成 長 と 安 定 し た 園 運 営 に 欠 か

せ な い と 感 じ た 。  

・ 障 害 児 や 家 庭 支 援 の 必 要 な 子 ど も が 増 え る 中 で は 、 関 係 機 関 と も 連 携 を 取 り な が ら 、 子 ども

に と っ て 園 が 楽 し い 場 所 で あ る よ う 現 在 の 取 組 み を 大 切 に 続 け て い た だ き た い と 感 じ て い る 。 

 

（ 法 人 運 営 、 財 務 そ の 他 ）  

・ 理 事 会 ・ 評 議 員 会 の 開 催 に つ い て は 丁 寧 に 議 題 が 準 備 さ れ 、 適 切 に 運 営 さ れ て い る 。 議 決も

適 切 に 行 わ れ て お り 、 議 事 録 も わ か り や す く 整 理 さ れ て い る 。 今 後 も こ の よ う な 運 営 を 続 け

て い た だ く よ う お 願 い し た い 。  
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・ 会 計 管 理 は 適 正 に 行 わ れ て い る こ と を 確 認 し た 。 新 型 コ ロ ナ の 影 響 で 情 勢 が 不 安 定 な 中 、園

長 を は じ め と し た 職 員 の 奮 闘 で 十 分 な 利 益 を 出 し 、 安 定 し た 経 営 が 続 け ら れ て い る こ と を 評

価 し た い 。  

・ ２ ０ ２ １ 年 度 は 増 築 や 新 た な 事 業 展 開 な ど は 無 か っ た が 今 後 の 中 ・ 長 期 の 計 画 の 中 で ど んな

こ と が で き る の か 、 理 事 会 ・ 評 議 員 会 の 中 で も ご 提 案 い た だ き 議 論 を 深 め て ほ し い 。  

・ 前 年 度 に 続 き 、 新 型 コ ロ ナ 対 応 に 追 わ れ た 一 年 で 、 職 員 の 皆 さ ん も 対 応 に 苦 慮 さ れ た と 推察

す る が 、 今 は い つ ・ ど こ で ・ 誰 が 感 染 し て も 不 思 議 で は な い 状 況 が 続 い て い る 。 そ の 中 で も

こ れ ま で 通 り マ ニ ュ ア ル に 基 づ い た 最 善 の 感 染 対 策 を 徹 底 し 、 園 児 、 職 員 を 守 る 取 り 組 み を

継 続 し て い た だ く よ う お 願 い し た い 。  

 

 

4. 職員採用状況 

（1）2023年度 正 規職員採用状況 

保育士 3名 

＊新卒者（中国学園大学）        曳木 萌 

  （山陽学園短期大学）      森藤 歩美 

                  應武 愛夏 

   栄養士 

    ＊新卒者（中国学園大学）        下田 莉佳子 

 

（2）2023年度 正 規職員採用試験 

（保育士） 2022年 8月 6日（土） 9:00～13:30 2名のうち 1名採用 

 2022年 8月20日（土） 9:00～13:30 2名のうち 2名採用 

（栄養士） 2022年12月17日（土） 9:00～13:30 3名のうち 1名採用 

 

（3）2023年度職員 採用状況と2022年度職員退職状況 

職員採用については、全国的な保育士不足が進行している。 

その中で、例年開かれている「山陽学園短期大学保育士合同面談会」がビデオレターとい う

形での開催になった。15分ほどの内容ではあったが、職員と共に作成したアルバムを片手に

園長が保育内容や労働条件などを説明した。その後、大学が行った視聴アンケートで、当園 に

対する評価が高かった。学生の感想には、「就職したいと思っているのでしっかり視聴した 。

就職フェスの印象と同じで職員や子どもを大切にしていることがよくわかった。」「少人 数ク

ラ ス を 実 現 す る こ と で ひ と り ひ と り と の 関 係 を 深 め ら れ る 点 や 落 ち 着 い た 雰 囲 気 で 保 育 で き

る 点 が 魅 力 的 だ と 思 っ た 」 「 一 人 ひ と り を 大 切 に す る た め に 担 当 制 の 保 育 を し て い て 興 味 を

持った」「子ども達の関わり合いが豊かに持てる異年齢混合保育に興味を持った」「自分の 保

育園に子どもを預けながら働けるのは素敵だと思った」「資料の中の写真を見ると、先生同 士

が 本 当 に 仲 良 し な の だ と 思 っ た 。 長 く 働 き 続 け ら れ る 職 場 だ と 思 っ た 」 な ど の 感 想 が 寄 せ ら

れた。 

今期は、正規職員として保育士3名と栄養士1名を採用 した。毎年欠かさず、卒業生を紹介

し て く れ る 山 陽 学 園 短 期 大 学 は 、 当 園 に 対 す る 信 頼 も 厚 く 、 卒 業 生 で あ る 職 員 の 仕 事 ぶ り を

授業で紹介したり、学生アルバイトを紹介してくださっている。また、今期は当園でアルバ イ
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トをしていた学生が受験し採用に結び付いた。また、バイト先である学童の先生から「岡山 協

立 保 育 園 は 子 ど も に と っ て 良 い 保 育 を し て い る の で 就 職 先 と し て 検 討 し て み て は ど う か 」 と

いう提案を受け受験し採用に結び付いたケースや、「岡山市私立保育園・認定こども園園長 会

就職フェス」でも、多くの学生が話を聞きに来てくれ、バイト先の園からの就職依頼を断り 当

園に就職してくれたケースもある。 

採 用 に 至 る ケ ー ス を み る と 、 保 育 の 理 念 や 保 育 内 容 へ の 魅 力 と 同 時 に 、 法 人 が 先 駆 的 に 進

める職員の処遇改善（事務時間の保障、希望休暇の取得、有給休暇の消化期間中の消化など ）

が評価され採用に結び付いたと思われる。 

 

今年度の退職者（5名 ）と退職理由については以下の通りである。 

・正規保育士 

＝新たな資格取得により障害児分野に就職。家族のケアーのため週休2日の職 場を希望 

（勤続4年 ） 

＝学生時代から希望していた病児保育に就職（勤続5年 ） 

＝実家の近くで働きたい（勤続6年） 

 ・正規栄養士 

＝県外に移動し、保育園の給食を作りたい（勤続3年）  

・非正規短時間保育士（社保対象外） 

＝体調不良の両親の面倒を見たい。子どもが高校進学し、自分の時間も大切にしたい。 

今 後 は 、 子 ど も の 豊 か な 体 験 を 保 障 し た い の で 、 園 外 保 育 の ボ ラ ン テ ィ ア と し て 関 わ り

たい。 

 

直接的な退職理由ではないが、コロナ禍の影響も大いにあったと考えている。職員には、休

憩時間は飲食が伴うため席を指定し会話を慎むようお願いした期間が長くあった。このこと

で、日常的に行われていた「保育内容の交流」や「担当児に関する悩みの相談」など、対話を

気軽に行う雰囲気が壊れた。雑談の中で自分の興味関心のあることを話しお互いを知ることや

悩みに対する答えがなくても、みんなに聞いてもらえたという安心感を感じることが極端に減

り、悶々とした気持ちで自宅に帰ることが多かったという話を職員面談の際に聞いた。また、

行動制限により、余暇にリフレッシュすることや友人等と関わることが減少していることも要

因になったと考えられる。 

 これもまた、直接的な退職理由ではないが、物価高騰の影響もあると考えられる。退職する

正規職員は、全員アパートで暮らしていた。中には「生活が苦しい」「病気ばかりするから」

という理由で実家暮らしに戻る者もいた。このような中、2023年度からは一人暮らしの職員

の家賃補助の見直しを行うことにした。  
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事 業 報 告 

 

Ⅰ．法人事業報告 

 
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、換気や手洗い・うがい の励行、検温等の基本的な

感 染 対 策 は 継 続 し た が 、 理 事 会 ・ 評 議 員 会 等 の 運 営 は 対 面 に よ る 会 議 を 主 と し た 通 常 の 形 態 へ

戻 し た 。 そ の た め 、 懸 案 で あ っ た 、 中 長 期 計 画 の 具 体 的 な 協 議 を 本 格 的 に 開 始 す る こ と が で き

た。2022年度第4回 理事会は、初めての試みとして、11月26日（土）に『一日理事会』と称

して、情勢に関する学習や中長期計画についての協議を実施した。法人設立当初より、定例の理

事会は、平 日の18時から開催していたため、じっくり と学習したり、将来の 法人運営や事業運

営について協議をする時間の確保が難しかった。今回、一日かけて、様々な話をする機会を持て

たことで、現在直面する課題だけでなく、今後、法人がどんなことを大切にしながら事業展開を

すすめていくのか、また、役員それぞれが持っている知識や専門性、それぞれが願う子どもたち

の未来について、役員同士、お互いの共通理解を深める時間になった。会議後は、各役員から 一

定の評価を得たと感じた。 

前 年 度 の 事 業 報 告 で 挙 げ て い た 、 オ ン ラ イ ン 会 議 の 環 境 面 で の 課 題 に つ い て は 、 専 門 事 業 者

に 依 頼 し て 環 境 の 整 備 を 実 施 し た た め 、 会 場 と オ ン ラ イ ン と を 併 用 で 開 催 し た 会 議 は ス ム ー ズ

に議事進行することができた。 

岡山市指導監査による法人監査については、『「新型コ ロナウィルス感染症の発生に伴う社会

福祉法人の運営に関する取扱いについて（その6）」に 基づく、新型コロナウィルス感染症拡 大

防止の観点から延期する』旨を文書によって通知され、延期となった。 

 

（中期計画） 

法 人 監 査 の 中 で 今 後 の 事 業 展 開 に つ い て 議 論 す る よ う 提 案 を 受 け て い た が 、 今 年 度 は 中 期 計

画（５ヶ年計画）のスタートの年と位置付け、コロナ後の事業展開について検討した。 

その中で、子どもに豊かなあそび環境を保障するために考えた「園庭整備」や「連絡通路の 確

保工事」、一部園舎の修繕工事、ICT化の取り組み強化と一本化による保護者の利便性と職員の

業務省力化へ取り組む。障害をもつ子どもや保護者が安心して利用できる「児童発達支援事業 」

の検討などを決めた。そして、これらの事業の担当者として、次年度から副主任になる職員にそ

れぞれを受け持ってもらうことにした。来年度から各分野が本格的に始動することになる。  

 

 

１．  岡山医療生活協同組合との連携 
 

（1）一時 保育事業での協力 

岡山医療生協は、地域の事業所として「一時保育事業」を職員に紹介している。 

今年度も、職員の子どもが利用するケースが複数あり、岡山医療生協は、職員の職場復帰 が

実現し、保育園は毎日利用する子どもを安定的に受け入れることができた。 

今 年 度 は 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の こ と も あ り 、 毎 日 利 用 で き 健 康 観 察 を 継 続 で き る 子 ど

ものみ受け入れを行った。 
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（2）地域 の子育てを応援する活動 

岡山医療生協内の組織編成により「子育てサポート委員会」がなくなり、「くらし・ボラ ン

テ ィ ア 委 員 会 」 で 子 育 て 関 連 事 項 に つ い て の 検 討 を 行 う こ と に な っ て い る 。 全 国 に 先 駆 け て

岡山医療生協が力を入れてきた「地域の子育て支援」が、今後、岡山医療生協の体制に変更が

あっても、保育園としては地域の子育てのために力を尽くしていきたい。 

今年度は、久々に「パ パ・ママ’s カフェ」を行った。当園からは、園長・主任・保育士の

3名が参加 した。カフェでは、参加者からの悩みを聞き、園長が子育てのヒントや子どもへの

対 応 の 仕 方 な ど の 話 を し た 。 そ し て 、 主 任 ら は 子 ど も の 保 育 を ボ ラ ン テ ィ ア さ ん と 共 に 行 っ

た。参加者の感想では、「楽しくためになった」「子どもから離れた時間が持てて良かった」

「孫の子育てについて聞きたいことがあり参加したがよくわかった」という評価があった。 

 

（3）園児 と高齢者との交流 

5歳児は、毎 月開かれていた「旭東学区ふれあい会食」で高齢者との交流を楽しんでいたが 、

今 年 度 も 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の た め 実 施 で き な か っ た 。 子 ど も の た め に も 必 要

な経験なので、次年度は、地元住吉町で実施されている「サロン」に参加できるよう検討した

い。 

 

 

２．  職員が働き続けられる職場環境づくり 
 

（1）職員 給与の改善について 

前年度末の、2022年２月から実施された『保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業（ 以

下「臨時特例事業」という）』は、今年度9月まで実施されたのち、10月より処遇改善等加算

Ⅲ へ 制 度 が 移 行 し て 、 補 助 事 業 か ら 公 定 価 格 に よ る 加 算 の 位 置 づ け と な っ た 。 制 度 の 趣 旨 と

加 算 額 の 算 定 方 法 は 、 補 助 事 業 と 同 様 の 内 容 で 踏 襲 さ れ た が 、 制 度 が 移 行 し た 10月 以 降 も 、

在籍する全職員に対して「特別配分手当」として支給することは変更せず、各職員への手当 額

の算定方法のみ理事会による協議を経て変更した。変更後は、職種や採用形態にかかわらず 、

月当たりの各職員の所定労働時間に応じた金額を支給することとした。 

2022年 度 の 人 事 院 勧 告 に よ り 、 2022年 4月 に 遡 っ て ＋ 2.1％ 分 の 公 定 価 格 が 増 額 改 定 さ

れた が2022年4月～9月の 『臨 時 特例 事業 』 のう ち、 国 家公 務員 給 与改 定対 応 部分 に関 する

補助金（0.9％分）は返還して、 実質は＋1.2％分の増額となった 。この増額 分について は、

3月の一時 金により、在籍する全職員に対して職種や採用形態にかかわらず、年間の各職員の

所定労働時間に応じた金額を支給した。ただし、この公定価格の改定分については、2023年

度以降は、給与規程を改定して、岡山市の民間保育士等処遇改善事業補助金が3％から2％に

縮 小 さ れ る た め 、 岡 山 市 処 遇 改 善 手 当 へ の 法 人 調 整 部 分 に 充 当 す る こ と や 、 住 宅 手 当 の 増 額

改定を決定した。 

 

（2）働き 続けられる職場環境づくり 

保 護 者 の 労 働 を 支 え 、 子 ど も に よ り 良 い 発 達 を 保 障 す る 保 育 園 職 員 は 、 社 会 の 多 様 な ニ ー

ズ へ の 対 応 が 求 め ら れ る と と も に 、 個 々 の 子 ど も や 家 庭 へ の 細 や か な 配 慮 が 求 め ら れ る 。 そ

ん な 中 、 保 育 労 働 は 一 段 と 過 密 化 し 、 職 員 に 大 き な 労 働 負 担 や ス ト レ ス が か か っ て い る 。 ま

た、この3年間はコロナウイルス感染症の影響で、職場内だけではなく私的な部分でも行動制
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限などの制約があり、職員の精神的負担が大きくなっている。 

働 き 続 け ら れ る 職 場 環 境 づ く り で は 、 「 子 ど も の 幸 せ と 家 族 の 幸 せ と 職 員 の 幸 せ を 同 時 に

保 障 す る 」 こ と が 求 め ら れ 、 職 員 ひ と り ひ と り の 実 情 を 把 握 し た 職 場 環 境 づ く り が 必 要 に な

ると考えている。そして、ここ数年は、様々な取り組みを試みることで「働き続けられる職場

環境の改善」に力を入れている。 

ただ、2022年度は、コロナウイルス感染症が園内でも幅広く拡大し、濃厚接触者につい て

は 、 法 人 の 決 定 に 基 づ き 特 別 休 暇 を 与 え た が 複 数 回 な る 職 員 や 罹 患 す る 職 員 も 多 く 欠 勤 が 相

次いだ。また、職員が何らかの理由で仕事が出来ない状況も多かった。具体的には、産休（ 1

か月半）、母性保護（2か月半）、育休復帰延長（1か月）、病気（3か月）、怪我（１か月）

な ど 、 職 員 が 不 足 し て も 保 育 園 は 休 園 す る こ と が で き な い た め 職 員 が 勤 務 体 制 を 保 障 す る た

め 超 過 勤 務 が 増 え た り 、 勤 務 表 に 組 ん で い た 事 務 時 間 の 保 障 が で き ず に 超 過 勤 務 で 対 応 す る

こともあった。 

また、新たな問題として、今年度は、急激に強まった物価高騰の影響を受け、職員の生活実

態 も 厳 し く な っ て い る の で は な い か と 感 じ て い る 。 配 置 基 準 の 改 善 が 求 め ら れ る 中 、 保 育 士

の 需 要 は さ ら に 高 ま る と 思 う が 、 保 育 士 給 与 が 抜 本 的 に 高 ま ら な い と 人 の 確 保 や 働 き 続 け る

モチベーションにならないのでこれに関する運動も強める必要があると思っている。 

 

①  希 望 休 暇 の 取 り 組 み  

子育てや介護など私的な予定を勤務表に反映できるように、誰でも「希望休暇 届出書」を

提出でき、それに従った勤務を作成している。 

希望休暇は、１か月に約70日程度ある。そのために必要な「代替え職員」を、各年齢 に

準 担 任 と し て 配 置 す る こ と で 、 ほ ぼ す べ て の 希 望 休 暇 を 叶 え る と と も に 、 子 ど も へ の 影 響

を最小限に留める努力をしている。 

 

②  有 給 休 暇 取 得  

昨 年 度 に 引 き 続 い て 、 有 給 休 暇 を 消 化 期 間 中 に 取 得 す る 取 り 組 み を 行 い 、 職 種 や 処 遇 に

関 係 な く 、 在 職 す る す べ て の 職 員 が 自 身 の 有 給 休 暇 を 流 す こ と な く 取 得 す る よ う 取 り 組 ん

だ。その結果、年度末退職者2名 の時間有休部分である5時間の取 得ができなかった。 

また、有給休暇の発生は一般的には職員の採用月に連動しているが、全職員4月1日支給

に改めたことにより、新採用の職員も採用当初から有休が利用できるようになった。 

2022年度の有給休暇平均取得日数は、正規職員で平均22.2日（21名）、非正規フルタ

イムで平均20.2日（3名）、非正規短時間で平均13.0日（8名） になっている。 

 

③  事 務 時 間 の 保 障  

保育士は、勤務時間のほぼ全てを子どもと過ごしている。計画や記録などの事務時間は 、

通 常 の 保 育 体 制 の 中 で は 難 し い 。 そ ん な 中 、 多 く の 保 育 士 は 持 ち 帰 っ て の 残 業 を 余 儀 な く

されていた。しかし、近年は、個人情報の管理が厳しくなり園外への書類の持ち出しも禁止

し て い る た め 、 事 務 に つ い て は 残 業 せ ざ る を 得 な い が 、 家 族 に 負 担 を か け る た め そ れ も 難

しい状況があった。 

そこで、こ れらを解決するため、希望休暇取得を目的に配置した「 代替職員」を、事務保

障のための代替にも活用するようにした。この取り組みにより、クラスリーダーは月1日 程
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度 、 担 任 は 半 日 程 度 の 事 務 時 間 の 保 障 が で き た 。 月 末 や 月 初 の タ イ ミ ン グ で 保 障 す る と こ

ろ ま で は で き て い な い が 、 ま と ま っ た 時 間 を 子 ど も か ら 離 れ て 必 要 な 書 類 に 記 録 し た り 計

画を 作 成し たり 教 材を 準備 す るな どの 時 間を 7補償 で き るの で 保育 士か ら は喜 ばれ て い る 。 

また、給食 職員は、翌 日の献立指示書を基にした確認会議を実施している。そ の日のうち

に行う業務（調理温度 や衛生面に関する記録など）が日 々必要となるため、職 員定数（12

0定 員 は2名 ） よ り 1名 増 や し 、 資 格 の な い 雑 務 の 職 員 に も 食 器 洗 い な ど で フ ォ ロ ー し て も

らっている。 

2022年度勤務時間内で保障した事務時間の状況は以下の通りです。 

・クラス担任の事務時間総計は約791時間 

（内訳）①保育計画や記録の時間総計 約531時間（1人年間29.5時間） 

保 育 計 画 は の べ 169.5時 間  １ ク ラ ス 当 た り 年 間 約 18.8時 間  （ 月 1.6時 間 ） 

個人記録はのべ361.5時間 １人当たり年間約20時間 （月1.7時間） 

②その他（お便り･保育環境整備･学校や医療機関の書類など） 

その他の事務はのべ260時間 １人当たり年間約16.3時間 （月 1.4時間） 

 

④  超 過 勤 務  

コロナウイルス感染症の影響もあり、行事を縮小したのでこの3年 間は保育士や給食職員

の 超 過 勤 務 は 減 少 傾 向 に あ る 。 し か し 、 感 染 症 対 策 の た め の 日 常 的 な 消 毒 や 職 員 の 欠 員 を

補うために発生する超過勤務もあり時間数は増えている。また、今年度は、職員が欠員した

場合の体制をつくるために朝や夕方に超過勤務をお願いすることが多かった。 

2022年度の管理職を除く超過勤務時間の総計は1848.75時間だった。  

（職種別） 

＊正規保育士は年間1515.25時間（1人当 たり年間108時間・月9時間）  

正規保育士でリーダーは年間891.25時間 

（1人当た り年間111時間・月9.3時間） 

正規保育士で担任は年間624時間（1人当た り年間104時間・月8.7時間） 

非正規保育士は年間11時間（1人当たり年間2.75時間・月0.2時間） 

＊正規栄養士は年間132時間（１人当たり年間44時間・月3.67時間） 

＊正規事務は年間約190.5時間（１人当たり年間190.5時間・月15.88時間） 

近 年 、 制 度 改 革 が 進 む 中 、 様 々 な 補 助 金 制 度 が 新 設 さ れ 行 政 に 提 出 す る 書 類 や 事 務 量 が

急激に増えている。週0.5～１日程度は、休暇代替職員（派遣：保育士資格あり）が保育園

事 務 を 手 伝 う 日 を 設 け た が 、 職 員 の 欠 員 な ど で 代 替 に 入 る こ と が 増 え 、 事 務 の 保 障 が 難 し

い状況があった。次年度からは、副主任（保育士資格あり）が休暇代替になるので事務職 員

の フ ォ ロ ー に 当 た れ る よ う 考 え て い る 。 事 務 職 員 が 集 中 で き る 環 境 作 り と し て は 、 朝 の 電

話 連 絡 が 減 る よ う ア プ リ で の 連 絡 を 可 能 に し た 。 繁 忙 期 の 体 制 強 化 は 今 後 の 検 討 課 題 と し

て残る。 

 

⑤  相 談 し や す い 体 制 づ く り  

現場保育士が、日々の悩みや気づきを相談しやすいように、3歳未満児の各年齢に相談指

導の担当者としてサポーター（中堅保育士）を配置した。また、中間層を作り、果たすべき

役割を受け持つことで、次世代の管理職を育成する目的もある。 
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担任からは「相談がしやすかった」「話し合いに入ってもらい、的確にアドバイスをも ら

えてよかった」などの感想があった。サポーターからは「3未と3上の連携がとれた」「3未

の子どもの育ちを客観的にみることで、3上に向けて何が必要かを考えることができた」な

どの感想があった。 

 

⑥  キ ャ リ ア パ ス の 体 制 作 り  

処遇改善Ⅱ（キャリアパス）の対象者には、研修の受講が義務付けられている。これら の

研 修 後 に 発 行 さ れ る 証 明 書 は 対 象 者 個 人 が 取 得 し た 資 格 と し て 取 り 扱 わ れ る た め 、 従 来 か

ら受講者は有給休暇を使い自費で研修に参加することにしている。 

また、この 対象者には、経験年数 や園内の責任と業務量に応じた支給金額を設定し、その

役 割 を 果 た し て も ら っ て い る 。 ど の 職 員 も 自 分 に 与 え ら れ た 役 割 や 任 務 を 一 生 懸 命 果 た そ

うとする姿が見られた。 

 

 

 

Ⅱ．保育園の事業報告 
 

１．地域の概要 

岡 山 協 立 保 育 園 は 、 岡 山 駅 か ら 車 で 約 15 分 程 度 の と こ ろ に 位 置 し て お り 、 高 齢 者 と と も

に 、 近 年 で は 乳 幼 児 も 増 え て い る 地 域 に な っ て い る 。 ま た 、 周 囲 に は 多 く の 認 可 保 育 園 や 認

定 こ ど も 園 、 無 認 可 保 育 所 な ど が あ り 、 保 護 者 は 勤 務 地 に 近 い な ど の 理 由 で 利 用 す る ケ ー ス

が 多 く な っ て い る 。  

 

 

２．施設の概要 

・ 敷 地 面 積  4180.52 平 方 ﾒｰﾄﾙ 

（ う ち 駐 車 場 の 一 部 は 借 地 … 394.64 平 方 ﾒｰﾄﾙ）  

・ 延 床 面 積  1144.47 平 方 ﾒｰﾄﾙ 

（ 園 舎 792.49 平 方 ﾒｰﾄﾙ・ 増 築 園 舎 251.29 平 方 ﾒｰﾄﾙ・ 屋 外 倉 庫 20.72 平 方 ﾒｰﾄﾙ）  

 

 

３．定員   

・ 利 用 定 員 120 名 （ 各 年 齢 20 名 ）  

  ・ 認 可 定 員 165 名  

 

 

４．受入年齢   

・ 生 後 57 日 目 か ら 就 学 前 ま で  

 

 

５．保育時間  

（1）保育 標準時間 

・ 午 前 ７ 時 か ら 午 後 ６ 時 ま で  

 

（2）保育 短時間 

・ 午 前 8 時 30 分 か ら 午 後 4 時 30 分 ま で  
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（3）一時 預かり事業の保育時間 

  ・ 午 前 ７ 時 30 分 か ら 午 後 6 時 ま で  

 

 

６．延長保育事業   

・ 午 後 6 時 か ら 午 後 7 時 ま で  

 

 

7．職種別職員数 

職  種  

形  態  
施 設 長  

主 任  

保 育 士  
保 育 士  栄 養 士  調 理 員  事 務 員  保 育 補 助  合   計  

常 勤 職 員  
人  

1 

人  

2 

人  

18(4) 

人  

3 

人  

 

人  

1 

人  

 

人  

25(4) 

短 時 間 職 員    6(6)    1(1) 8(7) 

合    計  1 2 24(10) 3  1 1(1) 32(11) 

 
 

 

８．年間利用児童数 

（ １ ） 定 員 超 過 率  118.5 ％  （ 昨 年 度 比  -2.6％ ）  

 

（ ２ ） 月 平 均 在 籍 数 142.25 人  （ 昨 年 度 比  -3.0 人 ）  

 

（ ３ ） 入 園 状 況  

月  
種 別  

４ 月  ５ 月  ６ 月  ７ 月  ８ 月  ９ 月  10月  11月  12月  １ 月  ２ 月  ３ 月  合 計  

 人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  人  

０ 歳  12 12 12 13 15 17 17 18 18 18 19 19 190 

１ 歳  24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 288 

２ 歳  23 23 23 23 23 23 23 23 23 23 25 25 280 

３ 歳  24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 24 288 

４ 歳  30 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 349 

５ 歳  26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 26 312 

合 計  139 138 138 139 141 143 143 144 144 144 147 147 1707 

入 園 児 数  0 0 0 1 2 2 0 1 0 0 3 0 9 

退 園 児 数  0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 
 

 

９．一時預かり利用児童延べ人数 

（1）一時 保育の動向 

園内でのコロナウイルス感染症拡大防止のため、毎日利 用できる方のみ受け入れたため、

利用理由は、緊急（出産など）が0％、私的利用（集団経験・育休 中）が0％、就労が100％

に な っ て い る 。 そ の こ と で 利 用 者 が 伸 び ず 、 一 時 保 育 室 を 閉 鎖 し て 対 象 保 育 士 を ク ラ ス 担

任に配置替えし、措置児の受け入れ数を増やし補助金の減額分を補う形となった。 

※ 3 月 末 日 の 人 数   ※ 〔  ） は 非 正 規 の 人 数 ・ 派 遣 を 含 む  
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本 来 は 、 様 々 な 理 由 で 利 用 で き る 一 時 保 育 の た め 、 コ ロ ナ が 落 ち 着 い た ら 一 時 保 育 を ク

ラスとして運営していきたい。 

 

（2）年間 開園日数       237日 （昨年度比 +5日） 

 

（3）一日 平均利用人数      2.65人（昨年度比 -2.46人） 

 

（4）のべ 利用人数       640人（昨年度比 -581人） 

 

 

1０．保育内容 
【 食 育 活 動 】  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 拡 大 防 止 の た め に 、 今 ま で 通 り の 食 育 は 行 う こ と が で き な

か っ た 。 し か し 、 ２ 歳 児 以 上 が 季 節 の 食 材 に か か わ る 取 り 組 み （ 筍 の 皮 む き 、 グ リ ン ピ ー

ス や そ ら 豆 の さ や む き 、 ト ウ モ ロ コ シ の 皮 む き 、 芋 ほ り な ど ） は 行 っ た 。  

5 歳 児 は 、 保 育 園 駐 車 場 内 の ひ ま わ り 畑 で 季 節 の 野 菜 を 栽 培 し 収 穫 し た 。 裏 園 庭 で は 、

地 域 の 渡 辺 さ ん や 小 谷 さ ん が 畑 を 管 理 し て 下 さ り 「 さ つ ま 芋 ほ り 」 な ど の 経 験 を 保 障 し て

下 さ っ た 。  

毎 年 恒 例 の お 泊 り 保 育 で は 「 冬 野 菜 カ レ ー 」 を つ く っ た 。 お 泊 り 保 育 以 降 も ご 飯 炊 き 当

番 を 継 続 し 、 自 分 が 炊 い た ご 飯 を 、 3・ 4 歳 児 や 職 員 が 食 べ て く れ る こ と を 喜 ん で い た 。  

配 膳 時 、 5 歳 児 は 自 分 で 食 べ ら れ る 量 を 注 ぎ 分 け て い た が そ れ が で き な く な っ た 。 そ こ

で 、 職 員 が 「 大 ・ 中 ・ 小 」 に 注 ぎ 分 け た ご は ん ・ お か ず ・ 汁 も の を 、 子 ど も 自 ら が 選 べ る

よ う に し た 。 自 分 で 選 び 取 り 食 べ き れ る 経 験 は 、 自 分 自 身 を 知 る 力 に も な る 。 限 ら れ た 条

件 の 中 で の 食 育 だ が 、 子 ど も が 実 感 で き る 生 活 経 験 を 保 障 し た い と 考 え 行 っ た 。  

   

【 障 害 児 保 育 】  

私 た ち は 、 み ん な に 等 し く 同 じ だ け と い う 考 え 方 で は な く 、 「 必 要 な 子 ど も に 必 要 な だ

け の 援 助 を 提 供 す る 」 と い う 考 え を 持 ち 、 子 ど も 一 人 一 人 に 合 っ た 個 別 の 支 援 を 大 切 に し

て い る 。  

職 員 会 議 や 研 修 を 通 し て 、 子 ど も の 見 方 や 対 応 に つ い て 本 で 学 ん だ り 、 保 育 観 察 や 事 例

検 討 な ど を 行 っ た り す る 中 で 援 助 の 仕 方 を 具 体 的 に 考 え て 実 践 し て い る 。  

3 月 末 時 点 で 園 児 は 147 名 在 籍 し て い る が 、 子 ど も の 状 況 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

自 閉 症 ス ペ ク ト ラ ム 、軽 度 知 的 障 害 な ど の 診 断 書 が 出 て い る 子 ど も は 1２ 名（ ８ .1％ ）、

診 断 は 出 て い な い が 療 育 に 通 っ て い る 子 ど も を 含 め る と 1８ 名 （ 1２ .2％ ） が 該 当 し て い

た 。  

学 年 別 に 見 て み る と 、 5 歳 児 ２ ６ 名 中 ７ 名 （ 27％ ） 、 4 歳 児 ２ 9 名 中 4 名 （ 14％ ） 、

3 歳 児 24 名 中 0 名 （ 0％ ） に 診 断 書 が 出 て い る 。 情 緒 障 害 や 知 的 障 害 以 外 に も 、 心 臓 に

疾 患 が あ る 子 ど も が 多 く 緊 急 時 は AED が 必 要 な 子 ど も も い る 。 ま た 、 知 的 発 達 が ゆ っ く

り な 子 ど も や 歩 行 機 能 が 身 に 付 き に く い 子 ど も も い た 。  

5 歳 児 が 行 う 様 々 な 取 り 組 み で は 、 子 ど も の 要 求 に 細 や か に 対 応 す る た め 、 グ ル ー プ を

少 人 数 （ 3 人 程 度 ） に し て 、 時 間 的 ゆ と り を 持 っ て 取 り 組 む よ う に し た 。 子 ど も た ち は 、

集 団 活 動 に 期 待 と 意 欲 を 持 っ て お り 、 仲 間 と 共 に や り 遂 げ た い と い う 思 い か ら 力 を 発 揮 す
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る 姿 へ と 変 わ っ て い っ た 。  

   

【 参 観 ・ 個 人 懇 談 ・ ク ラ ス 懇 談 】  

ク ラ ス 懇 談 を 5 月 に 開 催 し 、 子 ど も の 様 子 や 1 年 間 の 保 育 方 針 を 担 任 か ら 伝 え る こ と

が で き た 。 「 ク ラ ス の 子 ど も の 様 子 や 大 切 に し て い る こ と を 担 任 か ら 聞 く 機 会 が で き て よ

か っ た 」な ど の 声 も 聞 か れ た が 、感 染 対 策 の た め 、保 護 者 同 士 の 意 見 交 換 は 行 わ な か っ た 。

保 護 者 の 感 想 文 に は 「 保 護 者 同 士 で 話 し 合 う 時 間 が ほ し か っ た 」 な ど の 意 見 も あ っ た 。 次

年 度 は 、 意 見 交 換 会 も 行 い た い 。  

保 育 参 観 や 個 人 懇 談 に つ い て は 、 昨 年 度 よ り 大 幅 に 参 加 人 数 が 増 え た 。 感 染 拡 大 期 以 外

は １ 日 に 受 け 入 れ る 人 数 を 制 限 し な が ら で き る 限 り 実 施 し た 。 保 護 者 は 、 園 内 で の 子 ど も

の 様 子 が 分 か る 貴 重 な 機 会 た め 喜 ん で 参 加 し て く れ た 。  

保 護 者 の 参 加 状 況  

・ ク ラ ス 懇 談 会 に 参 加 し た 世 帯 数       76.5% 

・ 保 育 参 観 （ 保 育 参 加 ） に 参 加 し た 世 帯 数    83.4％ （ 前 年 比 24.4％ 増 ）  

・ 個 人 懇 談 を 実 施 し た 世 帯           94.5％ （ 前 年 比 32.5％ 減 ）  

 

【 地 域 と の 交 流 】  

感 染 拡 大 防 止 の た め 、 開 催 さ れ な か っ た 。  

 

【 父 母 の 会 活 動 】  

定 例 役 員 会 が 月 に 1 回 予 定 さ れ て い た が 、 感 染 状 況 に よ り 中 止 に な っ た 月 も あ っ た 。  

昨 年 度 に 引 き 続 き 、 父 母 の 会 主 催 の 親 子 遠 足 は 、 密 を 避 け な が ら 参 加 し や す い よ う に 数

日 に 分 け て 行 っ た 。 行 先 は 「 池 田 動 物 園 」 や 「 い ち ご 狩 り 」 で 、 各 世 帯 が 自 家 用 車 な ど を

利 用 し て 集 合 し 、 現 地 で 交 流 す る 内 容 に し た 。 こ う い っ た 取 り 組 み を 通 し 、 父 母 の 会 か ら

各 世 帯 に 会 費 の 一 部 が 還 元 さ れ た 。 参 加 者 は 、 延 べ で 30 世 帯 名 だ っ た 。  

そ の ほ か 、 前 年 度 取 り 組 め な か っ た リ ユ ー ス を 実 施 し た 。  

ま た 、 他 園 で の 事 故 を 受 け 、 父 母 の 会 の 機 関 誌 「 わ い わ い 通 信 」 を 活 用 し 、 送 迎 時 に 遊

具 を 利 用 し て 遊 ぶ 場 合 の 心 得 な ど を 記 載 し 保 護 者 が 目 を 離 さ な い よ う 見 守 る こ と を 注 意

喚 起 し た 。  

 

【 安 全 対 策 】  

①  非 常 時 訓 練  

月 1 回 の「 避 難 訓 練 」「 消 火 訓 練 」を 実 施 し た 。「 避 難 訓 練 」は 、火 災 、地 震 、水 害 な

ど を 想 定 し た 訓 練 で 毎 月 行 っ て い る 。 1 月 に は 中 区 消 防 署 倉 田 出 張 所 の 職 員 立 ち 会 い の も

と 、 火 災 を 想 定 し た 避 難 訓 練 と 水 消 火 器 を 使 っ た 消 火 訓 練 、 模 擬 通 報 訓 練 、 そ し て 、 消 防

自 動 車 の 見 学 を 行 っ た 。 毎 月 の 避 難 訓 練 の 成 果 も あ り 、 子 ど も 達 が 静 か に 迅 速 に 避 難 す る

姿 を 見 て 、 消 防 署 員 が 「 避 難 時 間 も 短 く 、 避 難 態 度 も 良 か っ た 」 と ほ め て 下 さ っ た 。  

ま た 、 「 不 審 者 訓 練 」 も 行 っ た が 、 取 り 組 み 回 数 が 少 な い た め 不 審 者 の 動 き を 想 定 し た

職 員 の 動 き で 課 題 も あ っ た 。 訓 練 前 に は 、 職 員 の 役 割 や 動 き を 書 い た シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を

配 っ て 実 際 に 3 歳 以 上 児 は 園 舎 北 園 庭 に 避 難 し た 。乳 児 棟 は 、鍵 を 掛 け る 人 や 誘 導 す る 人

な ど の 動 き が 不 十 分 で あ る こ と が 分 か り 改 善 に つ い て 話 し 合 っ た 。 そ し て 、 実 際 の 動 き の
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中 で 明 ら か に な っ た 反 省 点 を 基 に 職 員 の 役 割 分 担 や 動 き の 見 直 し を 行 っ た 。  

非 常 災 害 時 へ の 対 応 と し て は 、 非 常 災 害 備 蓄 食 料 （ 離 乳 食 を 含 む ） を 、 園 児 と 職員 で 3

日 分 準 備 し て い る 。ま た 、ク ッ シ ョ ン 付 き ア ル ミ マ ッ ト・保 温 用 ア ル ミ シ ー ト・メ ガ ホ ン・

ラ ジ オ ・ ラ イ ト ・ 簡 易 ト イ レ ・ 発 電 機 な ど も 準 備 し 、 岡 山 市 よ り 支 給 さ れ た 「 岡 山 市 緊 急

告 知 ラ ジ オ 」 も 、 緊 急 地 震 速 報 や 避 難 勧 告 ・ 指 示 な ど を 伝 え る も の と し て 設 置 し て い る 。 

非 常 災 害 用 品 が 増 え る 一 方 な の で 、 ど の よ う に 保 管 す る か の 再 検 討 が 必 要 に な っ て き て

い る 。  

園 で は 、 緊 急 時 の 連 絡 を 保 護 者 と 確 実 に 行 う た め の 緊 急 メ ー ル を 導 入 し て い る 。 こ の シ

ス テ ム は 、 県 外 に メ ー ル サ ー バ ー が あ り 、 子 ど も た ち の 安 否 情 報 を 確 実 に 伝 え る こ と が 出

来 る と さ れ 、 緊 急 時 以 外 に も 必 要 が あ れ ば 活 用 し て お り 、 今 年 度 は コ ロ ナ に よ る ク ラ ス 閉

鎖 の 際 に も 活 用 し た 。  

次 年 度 か ら は 、 Ｎ Ｔ Ｔ の 「 コ ド モ ン 」 を 活 用 し よ り 使 い や す く し て い き た い 。  

 

②  事 故 へ の 対 策  

園 内 に は「 安 全 委 員 会 」が あ り 、毎 月 2 人 １ 組 の 8 チ ー ム で 園 舎 内 と 園 舎 外 の 嫣 然 点 検

を 行 っ て い る 。 今 年 度 も 、 ク ラ イ ミ ン グ や の ぼ り 棒 の ボ ル ト が 緩 ん で い る こ と に 気 が 付 き

専 門 業 者 に 修 理 を 依 頼 し た り し た 。 安 全 を 保 障 す る 取 り 組 み で あ る と と も に 、 職 員 の 安 全

へ の 意 識 を 育 て る 取 り 組 み と し て 行 っ て い る 。  

毎 年 行 っ て い る 、 岡 山 協 立 病 院 職 員 を 招 い て の 「 救 命 救 急 講 習 会 」 は 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス

感 染 症 拡 大 防 止 の た め 実 施 で き な か っ た 。  

エ ピ ペ ン の 使 用 方 法 に つ い て は 、 職 員 で チ ー ム を 組 ん で 実 践 的 な シ ュ ミ レ ー シ ョ ン を 行

っ た 。  

必 要 な 園 児 に 対 し 即 座 に 対 応 で き る よ う に 訓 練 を 積 み 重 ね て い る 。  

園 内 で は 、 ど ん な 些 細 な け が で も 「 事 故 報 告 書 」 に 記 載 し て 、 管 理 職 に 提 出 す る こ と に

し て い る 。 ま た 、 毎 月 の 安 全 委 員 会 で は 「 け が の 原 因 は 何 か 」 「 ど の 時 間 に 多 い か 」 な ど

を 確 認 し 、 委 員 会 で 話 し 合 う よ う に し て い る 。 そ の 後 、 必 要 な こ と は 職 員 会 議 で 報 告 し 、

全 体 で 共 有 し 改 善 し て い る 。  

 

③  登 降 園 の 管 理 と 午 睡 チ ェ ッ ク  

園 児 の バ ス や 自 家 用 車 で の 取 り 残 し 事 故 が 起 き て い る 。こ の 事 故 を 受 け て 、法 人 内 で も 、

子 ど も の 登 降 園 の 確 認 が 園 内 で ど の よ う に 行 わ れ て い る か の 共 有 を し た 。 園 児 が 登 園 し て

い な い に も 関 わ ら ず 保 護 者 か ら 連 絡 が な い 場 合 は 、 9 時 半 時 点 で 保 護 者 に 電 話 連 絡 を 入 れ

る シ ス テ ム に な っ て い る こ と を 確 認 し た 。  

ま た 、 午 睡 チ ェ ッ ク に つ い て は 、 う つ ぶ せ 寝 の 危 険 に 関 す る 学 習 会 を 行 い 、 ど う い う 状

態 を う つ ぶ せ 寝 と み る の か を 共 有 し た 。 ま た 、 チ ェ ッ ク シ ー ト を 変 更 し 時 間 ご と に 記 載 が

で き て い る か を テ ッ ク す る よ う に し た 。 次 年 度 か ら は 、 よ り 使 い や す く な る よ う に 「 コ ド

モ ン 」 の 午 睡 チ ェ ッ ク を 活 用 す る こ と に し て い る 。  

 

④  新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 状 況  

コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が 発 生 し て 約 3 年 が 過 ぎ た 。 2022 年 度 は 、 こ の 感 染 症 の 6～ 8

派 に 相 当 し 、 園 内 で も 7～ 8 波 の 影 響 を 受 け 感 染 者 が 最 も 多 い 1 年 と な っ た 。  
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園 内 で は 、 「 ハ イ タ ッ チ ゾ ー ン の 定 期 的 な 消 毒 」 や 「 換 気 」 へ の 取 り 組 み に 加 え 、 考 え

つ く あ ら ゆ る 対 策 を 講 じ ま し た が 家 庭 内 感 染 も 多 く 発 生 し 感 染 者 が 拡 大 し た 。  

感 染 拡 大 の 中 、必 要 に 応 じ て 職 員 間 の 情 報 共 有 を 行 い 、コ ロ ナ に 関 す る 学 習 会 も 開 い た 。

ま た 、 保 護 者 へ の 情 報 提 供 も 心 掛 け 、 行 政 か ら く る 情 報 や 取 り 扱 い の 変 更 な ど に つ い て 速

や か に 伝 え る よ う 努 力 し た 。 2022 年 度 の 園 児 感 染 者 は の べ 80 名 、 職 員 の 感 染 者 は の べ

16 名 だ っ た 。こ れ 以 外 に 、濃 厚 接 触 者 に な っ た 園 児 や 職 員 は 非 常 に 多 く い た 。保 育 園 は 、

幼 稚 園 と は 違 い 休 園 す る こ と が で き な い の で 、 職 員 の 欠 員 が あ っ て も 保 育 を 止 め な い よ う

努 め た 一 年 だ っ た 。  

（ 職 員 ）  

ク ラ ス 閉 鎖 な ど が 起 き た 場 合 や 職 員 の 感 染 が 認 め ら れ た 場 合 は 、 園 内 で 準 備 し て い た 検

査 キ ッ ド を 使 用 し 検 査 を 行 っ た 。 そ の 場 合 、 初 め の う ち は 全 職 員 を 対 象 に PCR 検 査 や抗

原 検 査 を 実 施 し た 。 感 染 者 が 確 認 さ れ て も 、 職 員 が 安 心 し て 働 け る よ う に 最 大 限 の 対 応 を

行 っ た 。  

年 度 の 後 半 に 向 け て は 、 徐 々 に 周 り の 職 員 の 検 査 は 緩 め て い っ た 。 毎 日 の 仕 事 で は 、 消

毒 作 業 （ 場 所 や 回 数 ） の 確 認 、 保 護 者 の 感 染 対 策 （ 観 光 地 や 県 外 に 出 向 い た 方 の 門 対 応 ）

な ど 、 き め 細 や か な 対 応 に 取 り 組 ん だ 。  

職 員 の 感 染 や 濃 厚 接 触 者 に な る こ と で 欠 勤 が 増 え た が 、 保 育 体 制 を 工 夫 し 開 園 す る こ と

が で き た 。  

（ 保 護 者 ）  

保 護 者 に 伝 え た い こ と は 「 お た よ り 」 に し て 発 信 し た 。 保 護 者 に は 、 園 で の 取 り 組 み を

知 っ て も ら う と と も に 、 い ざ と い う 時 に 何 を ど う す れ ば よ い か を 伝 え る よ う 心 掛 け た 。保

護 者 は 、 ク ラ ス 閉 鎖 に な っ た 時 も 冷 静 に 対 応 し て く れ 、 園 に 対 す る 苦 情 や ご 意 見 等 は 頂 い

て い な い 。 折 に 触 れ た 情 報 提 供 は 、 保 護 者 の 理 解 と 協 力 を 得 る た め に 必 要 だ っ た と 考 え て

い る 。  

 

⑤  イ ン フ ル エ ン ザ の 感 染 状 況  

2 月 の 13 日 か ら 約 2 週 間 で 41 名 の 子 ど も が イ ン フ ル エ ン ザ に 感 染 し た 。 も も ぐ み で

27 名 中 20 名 、 さ く ら 組 が 27 名 中 14 名 、 う め 組 が  25 名 中 4 名 だ っ た 。 も も と さ く

ら は 、ト イ レ を 共 有 し て い る た め 影 響 が あ る の か も し れ な い と 感 じ た 。3 歳 未 満 児 は 3 名

の み で 、兄 弟 の 下 の 子 よ り も 保 護 者 が 感 染 し て い る よ う に 感 じ た 。園 児 144 名 の う ち 41

名 が 感 染 し た が 、市 の 担 当 課 に 電 話 を し た ら 、感 染 の 始 ま り か ら 3 日 目 ご ろ に 10 名 を 超

え る ぐ ら い 感 染 が 急 激 に 広 が る 園 が 多 い と 話 し て い た 。 急 激 に 感 染 し た が 、 重 症 に な る 子

は い な か っ た 。  

 

⑥  不 適 切 保 育 に 関 す る 学 習  

今 年 度 は 、管 理 職 が 不 適 切 保 育 に 関 す る 講 演 を 聞 く 機 会 を 持 っ た 。そ の 中 で 、現 場 職 員  

  同 士 の 良 い 関 係 が 必 要 に な る こ と を 感 じ 、 学 習 や 討 議 を 行 う こ と に し た 。  

読 み 合 せ 学 習 会 の 後 、 職 員 に 不 適 切 保 育 の セ ル フ チ ェ ッ ク リ ス ト を 各 自 記 入 し て も ら い 、 

グ ル ー プ 討 議 を 行 っ た 。 結 果 と し て は 、 経 験 年 数 が 高 い 職 員 ほ ど 数 値 が 高 く な る 傾 向 に あ  

っ た 。 職 員 の 中 に は 、 「 子 ど も に 対 応 す る 際 は 気 を 付 け て い る が 、 こ ん な こ と も 該 当 す る  

の か と 認 識 を 新 た に し た 」 「 普 段 か ら 、 子 ど も に 対 す る 対 応 で 悩 ん で い る こ と が 話 せ て い  
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た ら 、 上 手 く い か な い こ と も 減 り 子 ど も と の 関 係 性 が よ く な る で は な い か 」 と い う 話 が 出  

た 。 今 後 も 、 定 期 的 に 行 い た い 。  

 

【 保 育 運 動 】  

  今 年 度 は 、全 保 連 が 作 成 し た 保 育 制 度 に 関 す る 動 画（ 保 育 制 度 入 門 講 座 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ ）

を 職 員 で 視 聴 し た り 、愛 知 県 か ら 広 が っ た「 子 ど も た ち に も う 1 人 保 育 士 を ！ 」運 動 の 取

り 組 み に つ い て 読 み 合 せ を し グ ル ー プ 討 議 を す る 機 会 を 設 け た 。  

動 画 を 見 た 職 員 か ら は 、 「 な ぜ 、 保 育 士 の 給 与 が 低 い の か が よ く わ か っ た 」 「 今 ま で 知

ら な か っ た が 保 育 制 度 の し く み に つ い て 知 る こ と が で き た 」 「 保 育 園 の 頑 張 り だ け で は よ

く な ら な い こ と が 分 か っ た 」 な ど の 感 想 が 寄 せ ら れ た 。 ま た 、 愛 知 の 配 置 基 準 改 善 を 求 め

る 運 動 の 中 で 収 集 さ れ た 「 保 育 士 の リ ア ル な 声 」 を 知 る 中 で 、 「 そ の 通 り だ 。 こ こ に 書 い

て い る こ と に 共 感 で き る 。 」 「 い ま の 配 置 基 準 で は 大 変 だ と 思 っ て い た が 、 や っ ぱ り 今 の

制 度 は お か し い 。も う 1 人 保 育 士 が 必 要 だ と 思 っ た 。」な ど 、現 状 を 捉 え 、お か し い と 感

じ た こ と を 運 動 と し て 展 開 し て い く こ と が 大 切 だ と い う こ と を 共 有 し た 。  

 

 

１1．職員会議及び総括・方針会議 

（ １ ） 職 員 会 議   毎 月 第 1 土 曜 日  

 

（ ２ ） 総 括 ・ 方 針 会 議  

 昨 年 度 は で き な か っ た 総 括 会 議 を 、2 月 11 日・23 日 に 実 施 し た 。今 年 度 は 、例 年 行 っ

て い る「 気 づ き 発 表 会 」を 、よ り 詳 し く 事 例 と し て 書 き 出 し 発 表 す る こ と に し た 。事 例 は 、

こ の 一 年 で 自 分 が ど う い う こ と に 心 が 動 い た か を ポ イ ン ト に 選 び 記 載 し た も の だ っ た 。  

 コ ロ ナ の 3 年 間 で 、自 分 の 体 験 を 語 り 、集 団 で「 こ う い う と こ ろ が 良 か っ た 」「 こ う い

う 風 に し た ら う ま く い っ た 」 「 自 分 も 同 じ よ う な 経 験 が あ っ た 」 な ど 、 語 り 合 う 風 土 が 削

り 取 ら れ て い た が そ れ に 対 す る 再 挑 戦 の つ も り で 行 っ た 。 職 員 か ら は 「 い ろ い ろ な 考 え に

出 会 え て 参 考 に な っ た 」 「 や っ て み よ う と 思 え る ヒ ン ト が 見 つ か っ た 」 な ど の 感 想 が 聞 か

れ た 。 ひ と り ひ と り の 職 員 の 頑 張 り が よ く わ か る 事 例 検 討 会 に な っ た 。  

 

 

１２．年間行事 

（1）行事 の取り組みをとおして 

園 で は 、 年 間 を 通 し て 子 ど も た ち に 豊 か な 体 験 を 保 障 す る よ う 心 が け て お り 、 子 ど も た

ち は 季 節 の 行 事 な ど を 楽 し み に し て い た 。  

し か し 、 感 染 拡 大 防 止 の た め 通 常 の 行 事 を 縮 小 ま た は 中 止 し た り 、 形 を 変 え た り し て 実

施 す る こ と に し た 。 大 き な 行 事 の 実 施 時 期 は 、 ７ 月 下 旬 ～ 11 月 下 旬 ま で と し 、 感 染 症 が

活 発 に な る 冬 場 を 避 け て 実 施 し た 。 今 年 度 は 、 感 染 の 波 に 行 事 が 入 ら な か っ た こ と で 大 き

な 行 事 は す べ て 実 現 で き た 。  

参 加 し た 保 護 者 は 、 「 コ ロ ナ 禍 で も 行 事 を 行 っ て く れ て 感 謝 し て い ま す 」 「 感 染 対 策 を

細 や か に 行 っ て い る 環 境 で 見 学 で き た の で 、安 心 し て 参 加 で き ま し た 」と い う 内 容 が 多 く 、

ほ ぼ す べ て の 世 帯 が 行 事 の 実 施 や 感 染 対 策 に 対 す る 感 謝 を 述 べ ら れ 、 子 ど も の 成 長 し た 姿

を 喜 ん で い た 。  
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以 下 に 子 ど も の 行 事 を 報 告 す る 。  

 

①  水 あ そ び ・ プ ー ル あ そ び  

可 能 な 限 り 水 遊 び や プ ー ル 遊 び に 取 り 組 ん だ 。1～ ３ 歳 児 が 水 あ そ び を 、4～ 5 歳 児が プ

ー ル あ そ び を 行 っ た 。 水 遊 び も プ ー ル 遊 び も 密 に な ら な い よ う に 、 年 齢 ご と に 少 人 数 で し

っ か り 遊 べ る よ う に し 、 い ず れ も 流 し 水 で 対 応 し た 。 子 ど も 達 が 、 気 持 ち よ さ そ う に あ そ

ぶ 姿 が 印 象 的 だ っ た 。 例 年 行 っ て い た プ ー ル 大 会 は 中 止 し た 。 ま た 、 水 の 事 故 か ら 子 ど も

を 守 る た め 監 視 に 専 念 す る 大 人 を そ れ ぞ れ の 場 所 に 配 置 し 安 全 を 確 保 し て 遊 べ る よ う に

し た 。  

担 当 課 か ら は 、着 替 え の 時 に 密 に な ら な い よ う に 指 導 が あ っ た 。3 歳 以 上 児 ク ラ ス で も 、

職 員 が 着 替 え の 時 間 に つ き 子 ど も が 自 分 の 場 所 を 認 識 し や す い よ う に 一 人 一 枚 す の こ を

準 備 す る な ど 空 間 を 確 保 し な が ら 行 っ た 。  

 

②  ち び っ こ ま つ り 【 参 加 者 ： 20０ 人 】  

身 体 を 使 っ た 取 り 組 み の 発 表 会 だ が 、 屋 外 で も 密 に な ら な い よ う に す る た め 、 平 日 に 園

庭 で １ 学 年 ご と ６ 日 に 分 け て 行 っ た 。 今 年 は 5 歳 児 の パ ラ バ ル ー ン を 実 施 し た 。  

内 容 は 、子 ど も の 競 技 の み で 、見 学 者 は 各 世 帯 2 名 ま で の 入 れ 替 え 制 で 行 っ た 。子 ども

達 は 、 ど の 子 も 一 生 懸 命 頑 張 る 姿 が あ っ た 。 例 年 通 り の 競 技 を 行 っ た が 、 自 分 が で き た こ

と が う れ し く て 、 で き な い 友 達 に 寄 り 添 い 、 で き る よ う に な る ま で 応 援 し や り 方 を 教 え る

姿 も 見 ら れ た 。  

0～ 1 歳 児 は 、新 園 舎 の ホ ー ル で 遊 ぶ 姿 を 保 護 者 に 隠 れ て も ら っ た 。「 普 段 か ら 、こ ん な

風 に 遊 ん で い る こ と が よ く わ か り 安 心 し た 」 「 成 長 が み れ て 感 動 し た 」 「 い つ も の 運 動 会

で は 、 親 子 競 技 だ け だ が 、 今 回 は 子 ど も の 姿 を じ っ く り 見 る こ と が で き て う れ し か っ た 」

な ど の 感 想 が あ っ た 。 2 歳 児 以 上 の 保 護 者 か ら も 「 い つ も よ り 、 間 近 で 見 る こ と が で き て

良 か っ た 」 「 5 歳 児 の バ ル ー ン を 見 る こ と が 出 来 て う れ し か っ た 」 「 か け っ こ や リ レ ー を

見 れ て 成 長 を 感 じ た 」 「 子 ど も も 保 護 者 も 入 れ 替 わ り 制 だ っ た の で 、 子 ど も の 競 技 ま で の

待 ち 時 間 が 短 く 、 ど ち ら も 集 中 し や す か っ た 」 な ど の 感 想 が あ っ た 。 コ ロ ナ 後 の ち び っ こ

ま つ り の 開 催 方 法 に つ い て は 今 後 検 討 し て い き た い 。  

 

③  お 泊 り 保 育 【 年 1 回 】  

今 年 度 は 、 夏 の お 泊 り 保 育 の 直 前 に 園 内 で 感 染 の 拡 大 が あ っ た た め や む な く 中 止 し た 。

冬 の お 泊 り 保 育 は 、 保 育 園 に 宿 泊 す る 形 で 実 施 し た 。 移 動 販 売 車 「 と く し ま る 」 に も 来 て

も ら い 、 本 物 の お 金 で 買 い 物 を す る 体 験 が で き た 。  

主 な 活 動 と し て 、 「 カ レ ー 作 り 」 と 「 木 工 体 験 」 、 「 も み す り 」 を 行 っ た 。 5 歳 児 は 、

年 間 通 し て 米 作 り に 取 り 組 ん だ が 、 自 分 た ち で 育 て た 米 を 脱 穀 し て 食 べ た 。 ま た 、 秋 の 自

然 物 で 様 々 な 作 品 を 作 る こ と を 楽 し ん だ 。  

今 年 度 は 1 回 し か 経 験 で き な か っ た が 、 子 ど も 達 は 生 き 生 き と 取 り 組 む こ と が で き 。  

 

④  お お き く な あ れ の つ ど い 【 参 加 者 ： 1１ ７ 人 】  

表 現 活 動 の 発 表 会 と し て 、平 日 に 2 日 に 分 け て 行 っ た 。今 回 は 、ホ ー ル を 舞 台 に 発 表 し

た 。見 学 者 は 、各 世 帯 2 名 ま で の 入 れ 替 え 制 で お こ な っ た 。到 着 順 で 、世 帯 ご と に 健 康 チ
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ェ ッ ク 表 へ 記 載 し て も ら い 車 中 で 待 機 し て も ら っ た 。  

子 ど も 達 は 、 保 護 者 が 見 に 来 て く れ て い る こ と が う れ し く 頑 張 る 姿 が 見 ら れ た 。 堂 々 と

台 詞 を 言 い な が ら 演 じ る 姿 や 台 詞 を 覚 え て 友 達 が 困 っ て い る と 助 け て あ げ る 姿 も あ っ た 。

子 ど も の 姿 は 生 き 生 き し て い て 保 護 者 の 感 動 を 誘 っ た 。  

 

⑤  に じ の こ ま つ り  

コ ロ ナ の 影 響 を 受 け 、 子 ど も 達 も ク ラ ス を 越 え た 取 り 組 み が で き ず 、 大 き い 子 の 姿 を 見

て 憧 れ た り 、 小 さ い 子 と と も に 遊 ぶ 経 験 が 減 少 し て い た 。 ま た 、 子 ど も 達 が 楽 し み に し て

い た 「 お つ き み か い 」 を 開 催 す る こ と が で き ず 、 楽 し い 経 験 が 減 っ て い た 。 そ こ で 、 5 歳

児 が 組 織 す る「 に じ の こ ま つ り 」の 取 り 組 み を 2021 年 度 か ら 始 め た が 、そ の 年 は 感 染 拡

大 期 で で き な か っ た 。  

今 年 は 「 に じ の こ デ パ ー ト 」 と 題 し 、 自 分 た ち が 考 え て 作 っ た も の を 売 り 、 そ の 他 の ク

ラ ス の 子 ど も が 買 い に 来 る 取 り 組 み を 行 っ た 。開 催 期 間 は 3 日 間 だ が 、日 を 重 ね る ご と に

お も ち ゃ を 作 っ て 売 る だ け で は な く 、 「 ど う す れ ば よ く 売 れ る の か ？ 」 「 売 れ 筋 商 品 を 量

産 し よ う ！ 」 な ど 、 自 分 た ち で 必 要 な こ と を 考 え 、 協 力 し な が ら 行 動 す る 姿 が あ っ た 。 子

ど も 達 の 達 成 感 も 大 き か っ た よ う で 「 楽 し か っ た 。 ま た し た い ！ 」 と い う 声 が た く さ ん 聞

か れ た 。  

当 園 が 掲 げ て い る 子 ど も 像 で も あ る 「 生 活 や あ そ び を つ く り だ す 子 ど も 」 「 と も だ ち と

育 つ 子 ど も 」 に ピ ッ タ リ の 活 動 と 姿 を 見 る こ と が で き た 。 こ の 取 り 組 み に つ い て は 、 次 年

度 以 降 も 5 歳 児 が 行 う 「 あ そ び の 集 大 成 」 と し て 続 け て い き た い と 思 い ま す 。  

 

⑥  卒 園 式  

３ ク ラ ス に 分 か れ て 入 れ 替 え 制 で 行 っ た 。今 年 度 は 一 部 の 保 育 士 と 保 護 者（ 各 世 帯 2 名）

と そ の ク ラ ス の 園 児 の み で 行 っ た 。本 当 は 、昨 年 同 様 5 歳 児 の 仲 間 が 参 列 出 来 た ら 良 か っ

た が 、感 染 が 急 速 に 拡 大 す る 中 で 、各 世 帯 2 名 の 参 加 で 卒 園 式 を 行 う た め に は 、椅 子 の 配

置 な ど を 考 え る と 参 加 人 数 を 減 ら す し か な か っ た 。 式 の 内 容 も 、 保 育 証 書 の 授 与 の み に し

時 間 を 短 縮 し た 。  

卒 園 式 は 、 保 育 園 で 過 ご し た 日 々 の 集 大 成 で あ り 、 保 育 園 最 後 の 晴 れ 舞 台 で も あ る 。 こ

の 日 に 、 通 常 通 り の 卒 園 式 が で き な か っ た こ と は 、 本 当 に つ ら い 気 持 ち で は あ る が 、 子 ど

も 達 は 堂 々 と し た 振 る 舞 い で 証 書 を 受 け 取 り 、 子 ど も が 証 書 に 描 い た 絵 は 丁 寧 に 描 か れ て

い る こ と に 感 動 し た 。  
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（ 2） 年 間 行 事  

— 中 止 し た 行 事 －  

＊ 子 ど も 対 象 の 園 内 行 事  ＝ プ ー ル じ ま い の 会 、  

す も う 大 会 、 芋 ほ り 遠 足 、 ひ な ま つ り 茶 会 、  

角 笛 ｼﾙｴｯﾄ劇 場 観 劇  

＊ 保 護 者 対 象 の 園 内 行 事  ＝ 保 護 者 総 会 、 家 庭 訪 問 、 救 命 救 急 講 習 会  

＊ 地 域 か ら 招 か れ た 行 事  ＝ お 茶 会 、 旭 東 こ ど も ま つ り 、 民 話 の 会 、 お 化 け や し き 、  

絵 本 を 楽 し む 会 、 ふ れ あ い 会 食 、 4 園 交 流 運 動 会  

＊ 地 域 の 方 を 招 く 園 内 行 事 ＝ お つ き み か い 、 宿 題 応 援 隊 、 園 庭 開 放 、 劇 団 風 の 子  

実 施

月  
保 育 園 行 事  

健 康 管 理 ・ 安 全  

管 理 ・ 災 害 訓 練  

地 域 行 事 へ の 参 加  

他 団 体 と の 連 携 行 事  

4 月  

進 級 お め で と う の 会  

＊ 進 級 の お 祝 い （ ３ 歳 以 上 児 ）  

い の ち を 大 切 に す る 日  

  

5 月  

端 午 の 節 句 の 会  

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

ク ラ ス 懇 談 会  

  

6 月  
お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

平 和 の 会  

定 期 健 康 診 断 ①  

尿 検 査 （ 3 上 ）   

フ ッ 素 塗 布 ①    

 

7 月  
七 夕 の 会  

お 泊 り 保 育 ①   
 交 通 安 全 指 導 ②  

8 月  
土 用 の 丑 の 日 の 会  

 
  

9 月  ち び っ こ ま つ り    

10 月  

ち び っ こ ま つ り  

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足   

お 泊 り 保 育 ②  就 学 前 懇 談 会  

劇 団 風 の 子 「 一 人 芝 居 」 観 劇 会  

フ ッ 素 塗 布 ②   

11 月  
お お き く な あ れ の 集 い（ 3 歳 以 上 児 ） 

お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

定 期 健 康 診 断 ②   

歯 科 検 診  
交 通 安 全 指 導 ②  

12 月  
お 弁 当 の 日 ・ 徒 歩 遠 足  

ク リ ス マ ス 会  

 

通 報 /消 火 訓 練  
 

1 月  

七 草 の 日  

鏡 開 き の 会  

に じ の こ ま つ り  

総 合 訓 練   

2 月  節 分 の 会    

3 月  
お 別 れ 遠 足  

卒 園 式  
フ ッ 素 塗 布 ③  

交 通 安 全 指 導 ③  

 

毎 月   
避 難 ・ 消 火 訓 練  

身 体 測 定  
 

随 時  保 育 参 観 ・ 個 人 懇 談    

 

 

１3．職員研修 

（１）研修状況 

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 拡 大 を 防 ぐ た め 、 年 間 通 じ て 、 園 外 へ 出 向 く 研 修 会 へ

の 参 加 や 園 内 に 講 師 を 招 い て 行 う 研 修 会 に は 参 加 し な か っ た 。 研 修 の 主 催 者 も 、 リ モ ート
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研 修 会 を 企 画 す る と こ ろ が 多 く な り 、 園 の 環 境 も 整 っ て き た た め 、 リ モ ー ト 研 修 会 へ の 参

加 に な っ た 。  

 

（２）研修一覧 

 主 催  研 修 名  参 加 者  

全
国 

全 国 保 育 団 体 連 絡 会  全 国 集 会  ７ 人  

全 国 保 育 問 題 研 究 会  全 国 集 会  ７ 人  

全 国 幼 児 教 育 研 究 協 議 会  全 国 集 会  2 人  

保 育 プ ラ ザ  

乳 児 保 育  7 人  

幼 児 保 育  2 人  

食 育  3 人  

マ ネ ジ メ ン ト  1 人  

新 人 研 修  1 人  

主 体 性 を 尊 重 す る 保 育  3 人  

神
戸 

神 戸 コ ダ ー イ 芸 術 教 育 研 究 所  

 

乳 児 保 育  環 境  ３ 人  

乳 児 保 育  あ そ び  ３ 人  

0.1 歳 児 の 食 事  １ 人  

幼 児 保 育   

あ そ び と 環 境 認 識  
２ 人  

新 任 保 育 士 研 修  １ 人  

岡
山 

岡 山 県  

私 保 連 保 育 セ ミ ナ ー  3 人  

コ ー チ ン グ  1 人  

マ ネ ジ メ ン ト  1 人  

食 育  ２ 人  

特 定 給 食 施 設 関 係 者 研

修  
３ 人  

岡 山 市 保 健 所  
特 定 給 食 施 設 関 係 者 研

修  
２ 人  

岡 山 市 保 育 協 議 会  

 

危 機 管 理  1 人  

保 育 理 論  １ 人  

保 育 実 践  1 人  

ハ ラ ス メ ン ト  1 人  

特 別 支 援  1 人  

食 育  1 人  

マ ネ ジ メ ン ト  1 人  

乳 児 保 育  １ 人  
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経 営 報 告 
 

１．総合評価 
 

今年度は、新型コロナウィルス感染症による影響は徐々に鈍化しつつあるが、依然として、消

毒等の感染対策強化にかかる費用の支出は年々増加し続けている。特に、第7波においては、ク

ラス休園や、職員による消毒の強化を実施したことも影響したと思われる。また、水道光熱費に

つ い て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 感 染 対 策 と し て 実 施 し た 、 常 時 換 気 が 支 出 額 の 増 加 に

繋がった。 

特に懸念された、物価高騰の影響について、給食材料費では、対前年比において、受け入れ 児

童数が97.8％で-2.2％であるにもかかわらず、支出額は101.5％で+1.5％だったことから、実

質103.7％で+3.7％の支出増とな った。なお 、園児一人 当たりにつ いて平均+160.5円/月とな

った。水道 光熱費の高騰について、特に、電 気代が著しく増加している。対前 年比で、1kWhあ

たりで換算すると平均33.37円の値上がりとなっていた。物価高騰対策については、臨時で1,6

04千円（岡山市市事業継続支援金(給食費)515千円、岡山市事業継続支援金（光熱費）600千

円 、 岡 山 市 商 工 会 議 所 エ ネ ル ギ ー 価 格 高 騰 緊 急 対 策 支 援 金 169千 円 、 岡 山 県 物 価 高 騰 対 策 支援

金120千円 、中 国電 力 節電 プロ グ ラム200千 円） の各 種 支援 金・ 助 成金 等が 支 給さ れた 。 対 前

年度 決算 で 給食 費＋115千円、 水道 光熱 費 ＋611千円 であ った こ とか ら考 え ると 、物 価 高騰 は

あったものの、補助金等の支給により実際の影響はほぼなかったことがわかる。 

保 育 事 業 収 益 の う ち 、 委 託 費 収 益 は 前 年 度 と 比 較 し て － 1,877千 円 と な っ た 。 各 種 加 算 を 前

年度と比較すると、栄養管理加算が区分Aから区分Ｂに変更となったため－364千円、新型コロ

ナ を 理 由 と し た 交 流 会 の 中 止 に 対 す る 特 例 措 置 が 廃 止 さ れ た こ と で 加 算 認 定 が お り な か っ た た

め小学校接続加算－95千円、園 児の受け入れによる基本分・処遇 改善等加算（基礎分12％）・

３歳児配置改善加算のすべての合計は－5,840千円となった。 

賃 金 改 善 に 対 す る 加 算 で は 、 処 遇 改 善 等 加 算 Ⅰ は 平 均 勤 続 年 数 が 11年 を 超 え た た め 6％ か ら

7％となり ＋1,208千円（対前年度比＋17.5％）、昨 年度2月よ り補助事業で実施されていた保

育 士 ・ 幼 稚 園 教 諭 等 処 遇 改 善 臨 時 特 例 事 業 は 10月 か ら 処 遇 改 善 等 加 算 Ⅲ へ 移 行 し た た め ＋ 1,6

86千円、人勧による公定価格改定分（+2.1％）＋1,919千円で賃 金改善に関する加算の増額分

は前年度と比較して＋4,813千円となった。 

園児全体の 受け入れ児 童数は延べ 1707名（定員超過率 118.5％） で前年度よ り述べ37名減

少 し た こ と が 委 託 費 収 益 の 減 額 に 大 き く 影 響 し た 。 ま た 、 短 時 間 認 定 児 童 数 が 述 べ 104名 （前

年 度 は 82名 ） と な り 、 育 児 休 業 中 に よ る も の で は な く 、 保 護 者 の 就 労 状 況 に よ る 認 定 児 童 が1

6.3％（前年度は14.6％）と微 増した。 

補助金事業収益（公費）は、前年度と比較して1,097千円の増額となった。主な内訳を前年 度

と比 較 す る と、 一 時 預 かり 事 業 が －912千円 、障 害 児 保 育対 策 事 業 －1,002千 円、 ア レ ル ギー

児対応調理員等加配助成事業＋700千円、保育士・幼 稚園教諭等処遇改善臨時特例事業＋1,82

9千円だっ た。県産材 授与拡大総合対策事業＋230千円は、県産材 を活用して施設整備を実施し

た際に、木 の里工房木薫より購入した461,334円（ﾃｰﾌﾞﾙ③152,004円・四角型ｺｰﾅｰ棚⑤133,

045円・扇型ｺｰﾅｰ棚⑤176,285円）に対する補助金。 

経常 経費 寄 附金 収益 は 965千円だ った 。内 訳 は、 役員 ・ 職員338千 円、 父母 の 会・ 卒園 児 等

627千円で、前年度と比較して796千円の減額となった。 
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人件費は、前年度と比較して3,712千円増加した。職員給料＋6,937千円（定期昇給 約100

万円、栄養士増員 約185万円、超過勤務手当約50万、特別配分手当 約300万円、通勤手当ま

たは住宅手当 約40万円、岡山市処遇改善手当150千円）、職員賞与・賞与引当金繰入が3,02

9千円（夏季・年末手 当 約275万円、特別手当 65万円、人勧対応分21万円、コロナ対応手当

4万円、特 別配分手当－51万円）、非常勤職員給与が－7,253千円（長時間勤務分－582万円、

短時間勤務分－220万円、寸志－9万円、特 別手当39万円、岡山市処遇改善手当－9万 円、人勧

対 応 分12万 円 、 コ ロ ナ 対 応 手 当 -6万 円 、 特 別 配 分 手 当 49万 円 ） 、 派 遣 職 員 費 ＋571千 円 （ コ

ロナ対応手当0.6万円、特別配分手当15万円）、法定福利費＋516千円だった。 

事 業 費 は 、 昨 年 度 と 比 較 し て 1,870千 円 増 加 し た 。 主 な 内 訳 を 前 年 度 と 比 較 す る と 、 保 育 材

料費＋463千円（3歳以上児を4クラス編成にするための教材等準備）、水道光熱費611千円（価

格上昇による）、消耗 器具備品費395千円（ 木の里工房木薫から保育消耗品等購入）、賃 借料＋

297千円（レンタルおしめの利用希望者が増加）だった。 

事 務 費 は 、 昨 年 度 と 比 較 し て 582千 円 増 加 し た 。 主 な 内 訳 を 前 年 度 と 比 較 す る と 、 福 利 厚 生

費－669千円（新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症対策のための検査費用が減少、奨学金返還支援手当の対象者

が3年経過 したことによる支出減）、事務消耗品費＋434千円（インクジェットプリンター買替、

会議用テーブル2台購 入、タブレット５台購入）、業務 委託費＋382千円（エアコンクリーニン

グ実施）だった。 

雑収益＋1,799千円（物価高騰対策に関する各種助成金1,604千円を含む）。 

施 設 整 備 等 補 助 金 収 益 で 、 1,627千 円 を 受 け 入 れ て い る 。 内 訳 は 、 岡 山 県 に よ る 県 産 材 利 用

促 進 対 策 事 業 補 助 金 1,146千 円 、 施 設 整 備 に 係 る 部 分 と し て 岡 山 市 新 型 コ ロ ナ 対 策 緊 急 包 括事

業481千円、給食室食器保管庫購入のための共同募金配分金390千円。 

固 定資 産 取 得 支出 の 内 訳 は、 建 物 附 属設 備 取 得 支出 （ 基 本 財産 ） と し て、 幼 児 用 便器 （3上 ）

取 替 工 事 341千 円 、 建 物 附 属 設 備 取 得 支 出 と し て 、 県 産 材 利 用 促 進 対 策 事 業 補 助 金 活 用 し て 設

置した小ホール入り口きりんさんパーティション160千円、0,1歳児エントランス パーティ シ

ョン198千円、器具及び備品取得支出として、掃除機ＤＰ2000ドルフィン300千円、Wi-Fi整

備として、無線アクセスポイント3台371千円、スライドナーサリーベッド102千円、電気式食

器消毒保管庫799千円、災害用発 電ジーキュービック160千円、会計用パソコン199千円、室

内案内看 板 609千円、 円筒遊具 （ 長さ3ｍ） 2台997千円、おま ま ごとハウ ス キット371千円、

共有ハードディスク一式209千円、かまくら1,650千円。 

積立資産支出では、2023年度に実施予定の園舎北側通路整備工事、LED照明器具の導入工 事

等に活用するための保育所施設・設備整備積立金10,000千円を計 上していたが、決算により保

育 所 施 設 ・ 設 備 整 備 積 立 金 ＋5,000千 円 を 積 み 立 て た こ と で 、 現 在 高 は 、 人 件 費 積 立 金 35,00

0千円、保 育所施設・設備整備積立金88,000千円とな った。 

法人全体の貸借対照表で前年度末と比較すると、流動資産は＋1,374千円、固定資産は＋6,9

74千円と なった。 当 期活動増 減 差額は、 前 年度より5,130千円減 少したが 、 18,080千円とな

っ て お り 、 純 利 益 に 相 当 す る 額 と し て は 評 価 で き る と 考 え て い る 。 経 営 状 態 は 良 好 で あ る と い

える。  
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２．施設整備の状況 

（ 1） 土 地 ・ 建 物 の 取 得  

 特 に な し  

 

（ 2） 建 物 ・ 備 品 等 の 修 理 ・ 修 繕  

・ 券 売 機 （ 一 時 預 か り 事 業 ）  新 500円 玉 硬 貨 対 応  

・ 給 食 室  流 し 排 水  つ ま り 抜 き  

・ 園 舎  メ ン テ ナ ン ス 工 事  

・ エ ア コ ン 室 内 機  パ ネ ル 交 換 （ う め ・ た ん ぽ ぽ ）  

・ ス チ ー ム コ ン ベ ク シ ョ ン オ ー ブ ン  軟 水 器 カ ー ト リ ッ ジ 交 換  

・ 滑 り 台 修 理  

・ ブ ラ ン コ 修 理  

・ 給 食 室 水 栓 吐 水 口 取 替  

・ 移 動 キ ッ チ ン  床 下 給 水 装 置 改 修  

・ 冷 凍 庫 修 理 （ 2回 ）  

・ 事 務 所  ブ ラ イ ン ド 修 理  
 

（ 3） 設 備 ・ 備 品 等 の 整 備  

・ 幼 児 用 便 器 取 替 工 事   ２ 台  

・ 小 ホ ー ル 入 り 口  き り ん さ ん パ ー テ ィ シ ョ ン  

・ 0,1歳 児 エ ン ト ラ ン ス  パ ー テ ィ シ ョ ン  

・ 掃 除 機 Ｄ Ｐ 2000ド ル フ ィ ン  1台  

・ 無 線 Ａ Ｐ  3台  

・ ス ラ イ ド ナ ー サ リ ー ベ ッ ド  1台  

・ 電 気 式 食 器 消 毒 保 管 庫  1台  

・ 災 害 用 発 電 ジ ー キ ュ ー ビ ッ ク  

・ 会 計 用 パ ソ コ ン  

・ 室 内 案 内 看 板  

・ 円 筒 遊 具 （ 長 さ 3ｍ ）  2台  

・ お ま ま ご と ハ ウ ス キ ッ ト  

・ 共 有 ハ ー ド デ ィ ス ク 一 式  

・ か ま く ら  1台  


